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　本校の国際理解教育の始まりは、開校2年目の1987年(昭和62年)までさかのぼります。そのきっかけ
は、三田市がオーストラリア ブルーマウンテンズ市との姉妹都市交流の開始したことでした。ブルー
マウンテンズ市の代表団が三田市を訪れた際に姉妹校として紹介されたのがSt. Columba’s Catholic
College(当時の名称はSt. Columba’s High School)でした。
　1992年(平成4年)には、St. Columba’sから生徒12名と教員５名が本校を来訪し、翌年からは長期留学
生の交換が始まり、1994年(平成6年)には姉妹校提携を両校の間で結びました。1995年(平成7年)には、
本校創立10周年を記念してSt. Columba’sへの短期海外研修を実施し、それ以来、隔年で相互に訪問団
を受け入れる関係が築かれました。
　残念なことに、コロナ禍により2020年度(令和2年度)からの3年間は長期留学生の交換が、4年間は短
期海外研修を実施できませんでしたが、2023年度(令和5年度)からは長期留学生の交換を、2024年度(令
和6年度)からは短期海外研修を再開しました。
　本年度は、本校から杉田椋香さんが長期留学生としてSt. Columba’sに派遣されており、3月に留学を
終えて帰国しました。また、St. Columba’sからは、MavisさんとRosieさんを長期留学生として8月から
1月まで本校に迎えました。来年度は牧田海結さんが本校の長期留学生として選出され、3月には渡豪し
ます。さらに、8月には本校から生徒25名と教員2名がSt. Columba’sを訪れ短期海外研修を実施し、1月
にはSt. Columba’sから訪日スタディーツアーの一団を本校がお迎えして両校の交流を深めます。
　一方、本年度から新たな国際理解教育を進めています。これまで本校は、主にオーストラリア姉妹校
との交流に重点を置いた英語能力育成や国際理解教育を進め、素晴らしい成果をあげてきました。た
だ、急激なグローバル化が進む現在の高校生には、欧米諸国に偏らない多様な国々の人々との交流や相
互理解が求められています。そこで本校は、急激な経済成長の陰で様々な社会問題を抱えるアジア諸国
に着目し、生徒たちが現地での様々な体験をもとに自分の視野を拡げ、考え方や価値観を変化させるこ
とを目的とした「マインド・シフト・チャレンジ（MSC）」という取組を始めました。12月にはフィリ
ピンのセブ島をフィールドとした研修ツアーを実施し、生徒28名と教員2名が参加しました。
　本誌は、そのような本年度の記録として、参加した生徒やご支援をいただいた保護者の想いを掲載し
ています。そこからは、今後もSt. Columba’sとの交流、アジア諸国での学びをさらに充実した国際理
解教育を推進していきたいと考えています。
　最後になりましたが、来年度は本校の短期海外研修団の派遣とSt. Columba’sのスタディーツアー団
の受け入れが同年に実施されるため、育友会教育振興会と国際理解教育推進部の皆様には、多大なご支
援を賜ることになりますが、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。
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姉妹校交流活動

 姉妹校 St. Columba’s Catholic College
 セントコロンバスカソリックカレッジは、カソリック教会の神学校を前身とし、聖人コロンバから名づけられ
た、男女共学の学校です。シドニー郊外に位置し、世界遺産である美しいブルーマウンテンズの豊かな自然の
中、生徒たちはのびのびと学校生活を送っています。学術面はもとより、美術、演劇、音楽などの芸術面や様々
なスポーツでの活躍、多岐にわたる選択科目でのきめ細やかな指導、世界各国からの留学生の受け入れなど、
様々な分野で高い評価を受けています。
 「正義に基づいて行動し、寛容な心で人を愛し、神とともに謙虚な姿勢で歩んでいく」がセントコロンバスカ
ソリックカレッジの建学の精神です。この精神のもと、確かな知識と豊かな感受性に裏付けされた洞察力を兼
ね備えた社会に積極的に関わる人間形成を目指しています。また、中高六年間の一貫教育を通し、生徒たちは
キリスト教の精神に基づき、学業やスポーツなど個人的達成だけでなく、社会の一員としてバランスのとれた
人間になれるよう、目標をもって前向きに学校生活を送っています。

 三田市の姉妹都市　ブルーマウンテンズ市
 　姉妹校のセントコロンバスカソリックカレッジは国立公園ブルーマウンテンズのほぼ真ん中に位置します。
国立公園を擁するブルーマウンテンズ市は、シドニー市内から車で約2時間、電車ブルーマウンテンズ線にて約
1時間半の西に約65kmの郊外に位置する人口約73,000人の市です。三田市から昭和62年に初めて使節団が派遣
され、63年8月30日に三田市とブルーマウンテンズ市は姉妹都市提携の調印をしました。
　ブルーマウンテンズは標高1500mほどの丘陵地帯で、ユーカリの樹海が広がっています。ユーカリの木に含
まれる油分が揮発し、太陽光に反射して渓谷全体に青いフィルターがかかったように霞んで見えるところから
「ブルーマウンテンズ」の名がついています。スリーシスターズと名のつく奇岩観光だけでなく、ブッシュウォ
ーキングなど様々なアクティビティのできる観光地として多くの人を魅了しています。



New South Wales州の
州都シドニーより西へ約75km

姉妹校交流活動の軌跡

Saint Columba’s Catholic College



　私は、北摂三田高校に入学する前から高校生の間に留学をし

てみたいと思っていました。高校の志願理由書にも記入したの

を今でも鮮明に覚えています。

　しかし、入学して一度目の長期留学の説明を受けた時には英

語を話す経験をほとんどした事がないのに加え、毎日家族や友

人に支えてもらって生活してきた私がたった一人日本を離れ、

一年間という長い留学生活を果たして送る事が出来るのだろう

か？など沢山の不安が込み上げてきて応募する事が出来ません

でした。その後、応募しなかった事に後悔していた矢先に二度

目の募集があり「英語が話せるか話せないかではなく、他国の

文化や生活に触れ様々な体験や人々に出会うチャンスだ！」と

思い留学を決意し、その機会を頂きました。

　３月21日、遂にオーストラリアへ出発する日が来ました。初

めて一人で飛行機に乗り込み、様々な感情が交錯し一睡も出来

ませんでした。登校初日、想像していた以上の立派な校舎と大

勢の先生や生徒に圧倒され緊張したのが、つい最近の事のよう

です。留学当初は、友達との会話や授業のスピードが速すぎて

挫けそうになりましたが、ホストファミリーや友達、先生との

会話を重ねていくうちに自分自身で少しずつでも上達している

のを感じたり、周りから「英語が上手くなってきたね！」と褒

められたりする中で自信を持つ事が出来ました。

　

長期留学を振り返って
令和７年度派遣留学生　杉田　椋香

　そして一年間日本の家族の代わりとなってお世話になった

ホストファミリーは、嬉しい事や悲しい事も親身になって

相談でき、本当の家族のように寄り添ってくれました。週末

や長期休暇には景色を一望出来るビーチや島々、動物園や

ホースライディング等動物に触れ合う場所へも連れて行って

くれました。時には、私が日本の折り紙を教えたり、日本

　私はオーストラリアで多

くの人に支えてもらってばか

りなので、なにか自分が人

のために出来ることはない

かと思い、障害のある子供

たちにサッカーを教えるボ

ランティアとクリスマス時に

介護施設の方々にクリスマ

スに適した折り紙を100個作

るボランティア活動に参加

しました。サッカーも折り

紙も大好きで慣れ親しんで

きた特技を活かしつつ人の

手助けが出来た貴重な体験

となりました。

　私は「人と食べる事・料理する事」が大好きなので、選択科

目ではホスピタリティーとフードテクノロジーを選択しまし

た。週１回クラスで協力して料理が出来る為、毎週授業が楽し

みで待ちきれませんでした。更にこれらの科目を選択したお陰

　

で食への関心・興味が更に深

まり将来の夢の選択肢が広が

りました。反面、宗教・英語

の授業は理解するのが難しく

苦労しましたがクラスの友達

や先生がいつも気軽にサポー

トしてくれたので乗り越える

事が出来ました。

　

食をご馳走したりしまし

た。それぞれの家庭によ

り家のルール、放課後や

休日の暮らし方が異なる

のでホストファミリーが

変わった一週間は慣れる

のに大変な事もありまし

たが、会話を重ね、リビ

ングで一緒に過ごす事に

より関係が近くなりリラ

ックスして過ごす事が出

来ました。



　私は兄や従姉妹はいますが

年下の子と接する事がない環

境で育った為、生まれて初め

て年下のホストブラザー、シ

スターのお世話をするという

貴重な体験をしました。一年

間で８家庭ものバックグラウ

ンドの違うホストファミリー

との生活を通して私自身どん

　セントコロンバスカソリックカレッジで仲良くなった友達

との数え切れない思い出が走馬灯のように蘇ります。休み時

間に外でランチやおやつを食べながら話をしたり、音楽室で

ドラムの弾き方を教えてもらえたりと刺激的でした。休日に

は50名以上の誕生会、バレーコンサートを観に行ったり、友

達の家でプールパーティーと日本では経験する事のなかった

イベントにも「りょうかも行こう！」といつも誘ってくれま

した。日本食が大好きな友人とは2時間かけてシドニーに何度

も出かけたのも楽しい思い出で、日本食が好きな友人が出来

た事は日本人の私にとって嬉しく財産となりました。　

　 私にとって長期留学は、「自分らしく生きる」事への挑戦で

した。今までの私は初めての人や場所に緊張してしまい恥ず

かしいという思いが優先し行動に移すのに時間がかかる事が

ありました。これからは、自分で考え前向きに行動出来る人

間になりたい、語学力のみならずコミュニケーション能力を

身に付けて相手のことを正しく受け止められるようになりた

いと決意した留学生活は、私にオーストラリアの大自然と対

峙したかけがえのない時間と一歩を踏み出す勇気の大切さを

教えてくれました。この素晴らしい一年を支えてくれた８家

庭のホストファミリー、セントコロンバスカレッジ・北摂三

田高校の友人、先生方、両国の架け橋となってくださった衣

笠先生、幸江先生、そして「今を充実して生きて」と日本で

励ましてくれた家族に「有難う！」という気持ちで一杯で

す。 今はオーストラリアの友人達がいつか日本に来て一緒に

楽しめる日々を夢みて新たな「挑戦」に向かっていきたいで

す。

な環境にも順応していく力が身についたと感じます。ホスト

ファミリーが代わっても「りょうか元気？最近は何をして過

ごしているの？」と連絡をくれたり、家に招待してくれたり

もしました。私は親切で優しいホストファミリーに恵まれて

いたことに感謝の気持ちで一杯です。



受け入れ留学生のメッセージ
令和７年度交換留学生　YIU Mavis 

　この交換留学プログラムの存在を知った当初、私はこの素晴ら

しい機会にすぐにでも応募したいと強く思い、年月を経るごとに

その思いはますます強くなりました。日本語やその文化、コミュ

ニティなど、日本に関連するあらゆることを考えるたび、交換留

学生として日本で生活するというこの魅力的な考えが頭に浮かび

ました。そこで達成できること、学べること、成長できること、

そしてそれ以上の無限の可能性が、期待感で私を圧倒しました。

とはいえ、この熱意が何の問題もなく得られたわけではないとい

う事実も無視することができません。

　ある時、私は自由と起こりうる無限の可能性に恐怖を覚え、こ

の夢を諦めてしまったほどでした。しかし、2025年1月に2週間の

スタディーツアーで日本を回るため北三を初めて訪れた時、私は

交換留学プログラムへの志を育んだ日本の側面を、実際に目にし

体験することができました。そして実際に再び志を抱くことにな

りました。友好的な学生たち、美しい伝統、オーストラリアとは

異なる生活様式、魅力的な言語、そして日本の生活そのものが、

私の心を完全に捉えました。かつて抱いていた不安は消え去り、

その自由と無限の可能性を心から受け入れられるようになりまし

た。だからこそ、この交換留学プログラムで本当に日本に来られ

ることは、まさに夢が叶った瞬間でした。

　ここでの5か月間は素晴らしいものでした。ここに来たことを後

悔したことは一度もありません。私は多くのことを成し遂げ、学

び、得て、そして成長しました。これらを永遠に大切にし、感謝

し続けるでしょう。特に、私の経験を特別なものにしてくれた

方々への感謝の気持ちを伝えたいと思います。私をいつも温かく

迎え入れてくれたホストファミリーは、常に私を家族の一員とし

て受け入れてくれました。有名な場所へ一緒に旅行したり、買い

物に出かけたり、何時間もカードゲームをしたり、お腹が痛くな

るほど笑い合ったり、ただ一緒に過ごす時間さえも、私はいつも

居場所を感じ、まるで実家にいるかのように心地よく過ごせまし

た。ホストファミリーが与えてくれた絶え間ない温もりと家庭的

な雰囲気は、私が居心地の良さを感じ、心配事から解放されるのに

計り知れない影響を与えてくれました。このような素晴らしい方々

との忘れられない絆に、私は永遠に感謝し続けます。　

　さらに、出会った人々や友人となった人々、特に1年6組の仲間

たちとの思い出は、ここで過ごした時間の中で最も輝かしい瞬間の

一部です。特にオーストラリアの生活様式に慣れ親しんでいる私に

とって、北三の人々と話すことはとても新鮮で誠実な体験でした。

少々不器用な性格で言語の壁もあるにもかかわらず、誰もがどんな

時でも温かく迎え入れ、仲間に入れてくれました。

　

　1年6組のクラスメートたちは、励ましの言葉や誠実な会話、心

のこもった贈り物、そして私がここに属していると感じさせてくれ

る姿勢で、常に私を大切に思い、受け入れられていると感じさせて

くれました。その思いは今も私の胸に深く刻まれています。北三と

ホストファミリーと皆さんへの感謝の気持ちを、言葉で完全に伝え

られるかどうか分かりません。なぜなら、皆さんは私の人生に決し

て忘れられない、そしていつまでも大切にする大きな足跡を残して

くれたからです。ですから、いつかまた皆さんと再会し、さらに忘

れられない思い出を作れる日を心から願うばかりです！

　

　それでは、またお会いしましょう！



受け入れ留学生のメッセージ
令和７年度交換留学生　MOSS Rosie 

北摂三田高校の皆さんへ

　8月に日本行きの飛行機に乗っていた時、この交換留学がこれほ

ど素晴らしいものになるとは想像もしていませんでした。日本での

6ヶ月間の生活が現実のものとなるという事実が、飛行機の中でさ

え、そして着陸した後でさえ、全く実感できませんでした。そして

今、私はここを去ろうとしています。以前三田市に1週間滞在した

ことはありましたが、6ヶ月もここで生活するとは夢にも思いませ

んでした。この体験は現実離れしたもので、終わってしまうのが本

当に悲しいです。この学校と、全ての生徒さん、先生方は私に深い

影響を与え、これからもずっと心に残り続けるでしょう。この6ヶ

月間、私を温かく迎え入れてくれたクラスメートやホストファミリ

ーの皆さんに心から感謝しています。それは私にとってこの上ない

喜びでした。オーストラリアの文化や生活様式と日本の違いを体験

できたことは非常に興味深いものでした。日本の文化的期待に驚く

ことも多く、同様にホストファミリーや友人たちもオーストラリア

の事情を知って驚いていました。全く異なる国に住む同世代の人々

と、こうした違いを楽しみながら多くの共通点を見出せたことは、

本当に楽しい経験でした。

　シドニーから大阪までのフライトは約12時間かかり、その飛行と

最初の1週間は、おそらくこの旅全体で最も辛い部分でした。これ

まで住んだことのある唯一の国を離れ、友人や家族を置き去りにし

て、6ヶ月間日本での新しい生活を送るために飛び立つというの

は、実に奇妙な感覚でした。ここでの生活でホームシックを感じた

ことは一度もありませんでした。ただ、全く新しい生活様式や文化

に適応していく奇妙な感覚が主な課題でした。しかし、それは長く

は続かず、気づけば日本は私の新たな故郷となりました。

　

　日本に来るまで、関西弁の存在すら知りませんでした。日本の方

言の存在自体を知らなかったのです。この地方の方言を徐々に学

び、慣れていく過程は、ここで日本語を学ぶ上で最高の経験の一つ

となりました。そして今、この方言との繋がりがあるからこそ、こ

の地ではいつだって歓迎され、居心地の良さを感じられます。

　私は5組に在籍していました。このクラスに配属されたことに

心から感謝しています。皆が私を温かく迎え入れ、親切にしてく

れました。この間、多くの友達ができました。つい最近、この文

章を書いている間（北摂三田高校での最後の週）にも、これまで

話したことのなかったクラスの新しい人たちとの交流が深まりま

した。この数ヶ月間、友達は私にとても優しく、温かく迎えてく

れました。クラスメートや担任の先生への感謝の気持ちは言葉に

尽くせません。

　どのホストファミリーも親切で温かく迎えてくれました。彼ら

の優しさと支えのおかげで、あっという間に強い絆が生まれ、数

時間のうちに本当に我が家のように感じられました。遠く離れた

友人や家族から離れていると寂しさを感じることもありますが、

一日の終わりには必ずホストファミリーがいて、美味しい食事を

囲みながら思い出や笑い話を共有できると確信していました。ホ

ストファミリーの温かいおもてなしが私を支え、どこにいようと

彼らと一緒なら居心地良く感じさせてくれました。帰国一週間前

の送別会で、この特別な絆を改めて実感しました。ホストファミ

リーの皆様と再会し、共に築いた特別な思い出や、深い絆を思い

出しました。

　この経験は私に深い感銘を残し、出会った全ての人々のおかげ

で、私は確実に良い方向に変わったと言えるでしょう。



長期留学生ホストファミリーの感想
松下純子(3-2松下清太郎) 8月23日～9月20日

　　　　　　　　　　    12月20日～1月16日
　初めての受け入れでしたが、日頃から来客やスタッフの出入り

が多い我が家ですから、メイビスがゆっくり出来たかはわかりま

せんが、毎日　楽しく過ごせましたよ。

　息子は高校3年生でほとんど家にはいませんでしたが、中学生の

娘とメイビスとで、買い物したり散歩したりご飯を作ったりとコ

ミュニケーション出来たと思います。メイビスからも麻雀を教え

てもらい家族で食後の麻雀楽しかったですよ。

　オーストラリアの話や学校の事、家族の話など、お互いに色々

話せたし、日本語の上達がとても早くて驚きました。お陰様で日

本語でほとんどやりとりが出来て楽しかったです。

　良い経験になりました。ありがとうござました😊

石川美奈恵(1-1石川真央) 9月20日～10月25日
　ホストファミリーとしてメイビスを迎えるにあたり、最初は不

安もありましたが一緒に生活してみるとその心配は全くなくなり

ました。　メイビスはとても賢く思いやりにあふれた良い子で、家

族みんながすぐに心を通わせることができました。

　メイビスのおかげでみんなで色々な所へ観光に出かける機会が

増え、生活のリズムも整い、日々の団欒の時間をとても楽しく過

ごすことができました。

　共に過ごした一ヶ月間は子どもたちにとってはもちろん、私た

ち大人にとっても多くの学びと感動を与えてくれる貴重な時間と

なりました。

　このような素晴らしい機会をいただけたことに心より感謝申し

上げます。

羽生幸子(1-6羽生結香)

10月25日～11月22日
　ホストファミリーを引き

受け、自分の子ども以外

に、もう1人子どもが増えた

ような感じでした。普段の

会社勤めから、帰宅して留

学生とお話をすることは、

私にとっては楽しみの一つ

となっていました。話す言

語は違いますが、日本人の

子どもも、外国人の子ども

も、さほど変わりないもの

だと思いました。親元から

生まれて初めて、この長い

間離れ離れとなり、心細

く、ならないように、毎日

福田修子(1-2福田創大) 11月22日～12月20日
　うちの家には息子しかいないので、女の子を受け入れることに

不安がありましたが、やって来たメイビスはとても明るく社交的

な子ですぐにその不安は無くなりました。オーストラリアの話を

いっぱいしてくれて、日本との文化の違いを知ることができたこ

とはとても貴重な体験です。メイビスは日本語の勉強をとても頑

張っていたのでうちの家に来た時は日本語がとても上手になって

いました。私たちは英語をあまり使わずに会話していたので、オ

ーストラリアからの留学生ということを忘れてしまうくらいでし

た。

　有馬温泉や大阪城にお出かけしたり、食事をしながらの談笑、

みんなでしたUNOゲームなど、メイビスと一緒に過ごした日々は

とても素敵な思い出になりました。楽しい時間をありがとう！ま

たいつか会いましょう！

美味しいものを食べて、楽しく、安心安全に過ごせることを第一に

心がけていました。留学生も気に入ったメニューを話をしてくれ、

あれこれ料理するのも、嬉しかったです。これもいい経験となり、

いい思い出になりました。貴重な経験ができました。
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長期留学生ホストファミリーの感想
宮藤百合香(3-1宮藤宙) 8月23日～9月20日
　息子が2024年の4月から約1年間オーストラリアに留学をさせて

いただいた関係で、今回ホストファミリーをさせていただくこと

になりました。私たち家族は息子以外全く英語を話すことができ

ないので初めての留学生の受け入れができるのか不安しかありま

せんでした。そんな我が家が受け入れた留学生は少し内気な人見

知りをする高校1年生の女の子でした。来日初日から我が家に来ま

したので彼女も不安だったのか積極的にコミュニケーションも取

ることもなく1日が過ぎていきましたが、幸いなことに息子とはよ

く会話をしてくれ、緊張がほぐれて来たのかだんだん家族で話す

機会が多くなっていき、何が好きで何に興味があるのか自分の家

族の事、日本で何がやりたいかなど色んなことを教えてくれるよ

うになりました。また動物が好きな彼女は晩御飯を食べた後毎日

今川久美子(3-5今川陽葵) 9月20日～10月25日
　このビッグイベントに家族それぞれ得意なことで接しようと計

画しました。長男は終始持ち前の明るさで、次男はビデオゲーム

でロージーの緊張をほぐしました。長女は常に間に入って通訳し

コミュニケーションとりました。英会話を習っている私はとにか

く喋りたいので挑戦し、またレッスン前の予習に付き合ってもら

なりました。その日の事、家

族の事、お互いの国の事な

ど、片言の言葉で話しなが

ら、ほっこりする時間を過ご

すことができました。　

　ホストファミリーを通し

て、多文化理解が進み、興味

深い話がたくさんできまし

た。また、なんとかコミュニ

ケーションを取ろうと英語を

話す機会が必然的に生まれ、

我が子にとっても、大変貴重

な時間となりました。

宮崎沙知(1-2宮崎鳳介) 11月22日～12月20日
　

橋本彩奈(1-5橋本快都) 10月25日～11月22日
　初めてのホストファミリーで、1ヶ月の受け入れに不安を抱えて

のスタートでした。けれど、いざロージーを迎えてからは、気負

いなく楽しい時間となりました。

　食事の面が一番気を遣ったところですが、作る方も食べる方も

『無理しない』をテーマに、食べたい物を食べたい量取り分けて

食べました。オーストラリアの料理や日本の料理、ロージーの好

きな料理を作る楽しみもできました。

　遠出をして過ごす楽しい時間もありましたが、毎日食後にリビ

ングに集って、ペットを交えてのおやつタイムが一番の思い出と

本田美由起(2-2本田脩莉) 12月20日～1月16日
　まさかの年末年始の長期留学生！お正月も日本人らしいことは

ほぼしていない我が家…一体どんな一ヶ月間になるのやら…と、

楽しみ反面身構えながらRosieをお迎えしました。

　我が家はRosieにとって最後のホストファミリー。それまでの4

家庭で様々な経験をさせてもらって、日本の生活にも慣れた頃と

いうこともあり、「思春期の娘が一人増えた」ような自然さで過ご

してくれました。

うなどロージーに先生を

してもらいました。なぜ

か私よりもリスニングが

できる夫にヤキモチ焼き

ながら、滞在後半あちこ

ちドライブに出かけまし

た。ロージーは２台のカ

メラで１千枚の写真を撮

っていました。私達家族の感じている想いとロージーの想いが

同じ温度なのか不安でしたが、別れ間際に英和両バージョンの

手紙をくれました、嬉しかったです。後日ロージー家と食事を

する機会がありました。ロージーの日本語リスニングが上達し

ており、楽しい時間を過ごせました。

我が家の猫たちと遊んでく

れ、猫におやつをあげるの

が日課となりました。私自

身の仕事がシフト制なこと

もありあまりたくさん出か

けたり出来ませんでした

が、近所に買い物に行って

好きなものを選んでもらったり休みが合えば出かけたり、息子の

祖父の家でもう1人の留学生とBBQや花火をしたりと特別なこと

は出来ませんでしたが私たち家族にとってかけがえのない１ヶ月

となりました。貴重な体験と彼女と出会えたことに感謝しかあり

ません。ありがとうございました。

　初めてホストファミリーと

して留学生を受け入れまし

た。共働きで家を空けている

時間が長いので、留学生を充

分にケアできないかもしれな

いという不安がありました

が、家を留守にしていても特

に問題なく4週間滞在しても

らうことができたと思いま

す。飼っているペットと遊んでくれ、夕食の時間が遅くなっても

その時間まで待ってくれました。せっかくの日本語に触れる機会

でしたが、私や子供も大抵は英語で話しかけてしまっていたの

で、もう少し日本語でのコミュニケーションを取れればもっと良

かったのかなと思います。

　クリスマスはこどもたちとケ

ーキを手作り、年末には田舎の

祖母宅での餅つき、また日付が

変わる時間の神社への初詣に

も、いつも早寝のRosieも眠気

をおして一緒に来てくれまし

た。娘たちとも日本語・英語の

スラングを教え合ったりと、

「いらんこと」満載の我が家で

の滞在だったと思います（笑）

　そんなこんなであっという間

の一ヶ月。他のホストファミリ

ーの皆さんからの情報共有も心

強く、海外との交流だけでない

横の繋がりも、とてもありがた

かったです。
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自分の価値観や常識に揺さぶりを受け
これまでとは異なる視点に出会うことで
内面的な変化(マインドシフト)を経験する
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1010選選本年度のおもな活動

セブ島に関する学習

アジア地域の異文化理解 学校体験受け入れ①

学校体験受け入れ② 学校体験受け入れ③

姉妹都市ランナー訪問

講演会 オンライン交流

2025年12月19日に、三田市国際
交流協会から依頼を受け、マレ
ーシアからの留学生の受け入れ
を行い、一緒に授業を行いまし
た。

6

三田市国際交流協会とのつなが
りから、2025年12月21日に三田
国際マスターズマラソンのレセ
プションに招待されました。

8

国際的な視野を養うため、2025
年10月22日にインドと日本を
Google Meetで結び、アジア諸
国に関する異文化理解を深めま
した。

10

1 近隣小学校訪問

国際交流2025-2026

ESSメンバーと留学生の2人が
2025年10月17日に三田市立狭間
小学校を訪問し、6年生に対し
て出前授業を行いました。

セブ島出身のALTの先生をお招
きして、2025年10月22日にセブ
に関するプレゼンテーションを
していただきました。

4

アジア架け橋プロジェクトプラ
スでバングラデシュから来られ
ている方をお迎えして、2025年
10月7日に異文化交流を行いまし
た。

三田市国際交流協会との連携

2

3

2025年7月17日に、台湾から来日
中の生徒に対して学校体験の受
け入れを行い、交流を行いまし
た。

5

7

2025年7月9日に、本校に親戚が
おられる２人のアメリカの生徒
が一日学校体験のため、来校さ
れました。

三田国際マスターズマラソンに
向けて、三田市の姉妹都市ブル
ーマウンテンズ市から来日され
たランナーが2025年12月19日に
訪問されました。

9

2026年2月12日に、「遠くてとて
も近い国トルコ」と題して、ト
ルコと日本との深いつながりに
ついて貴重な講演をしていただ
きました。



最後に---
今年度は、当初の計画を超える広

がりの中で、多様な国・地域との

出会いに恵まれました。本校は

今、確実に次のステージへと歩み

を進めています。この流れを止め

ることなく、来年度はさらなる挑

戦と飛躍の年となることを願って

います。
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